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１．法人の概要 

 

法人名    学校法人浩陽学園 

代表者    理事長 堀 内 由 利 

住 所    大阪府和泉市王子町二丁目１番５２号 

電 話    （０７２５）４１－２９９６ 

ＦＡＸ    （０７２５）４１－２９９９ 

 

  【設置する学校】 

    住 所    大阪府和泉市王子町二丁目１番５２号 

    名 称    認定こども園 和泉チャイルド幼稚園 

 

  【入学定員及び就園状況（令和４年５月１日）】 

 認可定員および利用定員（人） 就園人数（人） 

０歳児 ６ ６ 

１歳児 １２ １４ 

２歳児 １８ ２４ 

３歳児 ６０ ５６ 

４歳児 ６０ ５６ 

５歳児 ６０ ５１ 

合 計 ２１６ ２０７ 

 
【役員・教職員の概要】 

  理   事    ６名 

  監   事    ２名 

  評 議 員   １３名 

   教 職 員   ６０名（園長１名、副園長１名、主幹保育教諭２名、保育教諭４３名、 

事務職員４名、看護師１名、その他職員８） 



２．事業の概要 

 

【施設の目的・運営方針】 

   当園は、乳幼児期における教育・保育を、生涯にわたる人格形成の基礎を培う

重要なものであると位置付け、建学の精神に基づき「子ども・子育て関連三

法」趣旨、『保護者が子育ての第一義的な責任をもつ』という基本認識の下、以

下の運営方針による乳幼児教育・保育を一体的に提供し、保護者とともに、園

児を心身ともに健やかに育成するものとします。 

 

（１）当園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとしての満３歳以上の子

どもに対する教育並びに保育を必要とする子どもへの保育を一体的に行い、こ

れらの子どもの健やかな成長が図られるよう適当な環境を与えて、その心身の

発達を助長するとともに、保護者に対する子育ての支援を行うことを目的とし

ます。尚、当園では、子ども中心で、たてわり・よこわりの子どもどうしの人

間関係を大切にし、外遊びや自然遊び重視の保育を行い、歳児別の発達に添う

相応しい保育を展開します。また、園生活の中で、子どもたちが将来自立して

生きていくための基本的な生活習慣を身につけるための手助け・援助をするも

のとします。 

 

（２）当園は、教育・保育の提供に当たっては、入園する子どもの最善の利益を考慮

し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい集団生活の場を提供す

るよう努めるものとします。 

 

（３）当園は、教育・保育に関する専門性を有する職員が、家庭との密接な連携の下

に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、教育と保育を一体的に行うものとしま

す。 

 

（４）当園は、社会の期待や願いに応えられる創意と活力のある教育・保育活動をす

すめ、子ども・保護者・地域に信頼されるよう努めるものとします。 

 

（５）当園は、子ども達の健康支援の一環として、園児一人ひとりの健康状態を把握

し、園全体の疾病発生状況の把握、および早期予防に努めることとし、必要に

応じて保護者に報告するものとします。また、当園は、虐待の予防的機能の役

割を担い、当該早期発見に努めるものとします。 

 

（６）当園は、安心・安定した情緒と落ち着いた環境の中で、健やかで豊かな心と体

が育つよう教育・保育を行うものとします。 

 

本園は幼稚園教育方針に即し、幼稚園教育要領（環境・表現・健康・言葉・人間

関係）による総合活動を軸に、学習指導と教育習慣を身につけさせることを目標と

する。 



【当該年度の事業の概要】 

   認定こども園７年目として園児数も安定し、従来以上に家庭との連携を取り教育・

保育をより一層一体的に行うことを心がけ実施した。看護師を常駐することで、園児

一人ひとりの健康状態を把握し、園全体の疾病発生状況の把握や早期予防および、新

型コロナウイルス感染症に対しても継続して蔓延防止に努めることができた。 

ただし、行事関係の規模縮小、分散した実施などの対応となり、教育・保育の見直

しが必要となった。 

その中でもできる限り子どもの育ちを第一に考え、創造力活用活動を通した豊かな

感情を育む活動や、愛情・思いやり・信頼感を大切にする心を養う保育を実施した。 

また、回数や規模（参加人数）を縮小しながらも、地域の子育て支援の充実に向け 

て未就園児、親子教室の改善や園庭開放もできる限り行ったことや、キンダーカウン

セラーによる保護者の相談にも多く取り組むことができた。 

   また、未就園児クラス（こあら組）の運営が定着し、入園の要望も多くいただき、

キャンセル待ちの状態が続いている。 

 

 

【当該年度の主に実施した事業】 

  ●行事等実施事業 

   ４月 入園式 

   ５月 年少親子遠足・年中遠足 

   ６月 内科検診、消防訓練、保育参観、おはなし音楽会 

   ７月 七夕のつどい、個人懇談、夕べのつどい、夏休み 

   ８月 夏休み、夏季保育 

   ９月 保育参観、巡回水族館 

  １０月 おいもほり（年中）、年長稲刈り、うんどうの日、消防署見学 

  １１月 ２歳児ミニうんどうかい、内科検診、移動動物園、絵画制作展、創立記念日 

  １２月 おもちつき、体育参観、クリスマス会、個人懇談、冬休み 

   １月 交通安全教室（年長）、豆まき 

   ２月 生活発表会、２歳児表現あそび参観、交通安全教室 

   ３月 お別れ遠足、体育参観、卒園式、春休み 

  ※新型コロナウィルス感染症の影響により、各行事の形態においても規模縮小や分散

実施となった。 

 

 



  ●職員研修実績● 

   前年度よりは新型コロナウイルス感染症の感染状況は少し落ち着きをみせていた

で、外部研修や園内研修も活発に行えた。状況によってはリモート研修（ZOOM研

修）の積極的活用も継続して充実を図り、現状の保育に沿った研修を今後も継続して

行ない、各職員のスキルアップの充実を図った。また、少人数かつ感染対策が確保さ

れた外部研修には積極的に参加・受講していくことができた。今年度においてもファ

シリテーター研修を修了した職員による園内研修にて、更なる学年間のコミュニケー

ションにも重点を置き、連携を取りながら年間を通じて教職員の質向上に努めていく

ことができた。 

また、ファシリテーター研修を受講した職員により、更なる学年間のコミュニケー

ションにも重点を置き、連携を取りながら年間を通じて保育を充実させていくことが

できた。 

 

  ●施設改修整備・環境整備実績 

年長保育室（２クラス）の改修を行った。今年度も環境の充実に取り組むことがで

き、２学期から新たな環境での保育を発展させていくことができた。また、園内の保

育環境（おもちゃや絵本、その他備品）の充実や、軽微な改修工事を行うことで園内

の環境を整えることができた。 

 

  ●土地の購入 

   和泉チャイルド幼稚園向かいの土地（旧あさひ保育園跡地）の購入を行った。 

   「和泉市幸二丁目１７０番１ 宅地１,８１０㎡０１」 

   今後、和泉チャイルド幼稚園の子育て支援事業を更に発展させていくため、有効に

活用する予定とする。 

 

 

以上 


